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抄録：本研究は看護職のキャリア発達と職業満足感と離職願望について明らかにすることを目的とした．

Ｘ大学看護学部卒業生への質問紙調査を行った．調査期間は平成23年３月～平成25年３月で，450部配布

し，回答者は126名(回収率28.0％)であった．

回答者の属性は，117名(92.9％)が正規雇用でうち101名(80.1％)が交替勤務をしており，所属は病院が

約９割と最も多かった．卒後３年未満の初期キャリアにある看護職で，離職について「考える」者は75名

(59.5％)と，約６割の卒業生に離職願望があることが明らかになった．超過勤務と離職願望に就業１年目

で正の相関があり(r＝0.371，p＝0.011)，就業満足度と離職願望との関係に負の相関があった(１年目

r＝－0.518，２年目 r＝－0.659)．

離職を考える理由では，平成23年度調査時は「自分の適性・能力への不安」をあげていたが，平成24年

度調査は「仕事内容への不満」をあげるものが多かった．また，卒後１年目では，【自分の適性・能力への

不安】が，卒後２年目では，【仕事内容への不満】が最も多く，卒後３年目では，前述に加え【労働時間へ

の不満】【結婚】が離職を希望する理由に挙げられていた．

これらのことより，今回の中間報告をもとに，初期キャリアにおける離職を考える背景が明らかになっ

た．
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Their Causes ofAttention Potential
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Abstract:Purpose:Thepurposeofthisstudywastorevealtherelationshipofcareerdevelopmentand

recent jobwho graduated from aUniversitySchoolofNursing.

Method:The subjects of this studywere 4th year students at X UniversitySchool ofNursing and

students who have graduated from advanced courses. We distributed the questionnaire survey to

students after graduating school. This studywas conducted between March 2011and March 2013.

Wedistributedthequestionnaireforgraduatesfromtheschool,450questionnaireweremailedand126

(28.0% recovery)responded.

Result:For theattributes oftherespondents,117peoples (92.9%)worked at full timeemployee.

The graduated from X UniversitySchool ofNursing less than 3years ago 75 (59.5%)nurses were

thinking about quitting their recent job.

Discussion:In regards to the relationship between turnover and career development of nurses, this

interim report showed theneed to accumulate thedata offuturegraduates.
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１．緒言

新人看護職の離職率は日本看護協会の報告によると，

病院勤務の常勤新卒では前年比0.6ポイント減の7.5％

と，減少傾向にある ．また，看護職員の離職率は，常勤・

新卒ともに2008年度から４年連続で減少している．離職

率低下の要因としては，労働条件の改善や，2010年４月

に新人看護職員研修が努力義務化され，教育研修体制の

整備に取り組む病院が増えていることが考えられる．し

かし，大規模な病院では教育研修体制が比較的整備され

ている一方で，中小病院では体制整備が困難なところも

あり，離職率は高い傾向にある ．

このような状況の中，キャリア発達において，初期キャ

リアにおける離職はリアリティショックや夜勤の負担感

との関係が看護職員実態調査で報告された ．とりわけ

離職に関連する悩みで最も多いのは医療事故に対する不

安であった ．こうした状況に対して，文部科学省は2008

年以降，看護実践能力の育成および大学教育における看

護系人材育成のあり方の答申を示してきた．

また，文部科学省は2010年に「学生が卒業後自らの素

質を向上させ，社会的・職業的自立を図るために必要な

能力」を就業力と定義し，大学設置基準にキャリア教育

の実施を義務づけた ．

先行研究の大卒看護職の初期キャリアにおいては，看

護基礎教育の教育内容と臨床現場の求める能力の乖離が

指摘されており ，職業特有の要因の影響が考えられる

ものの，新人看護師の離職願望に影響するストレスと初

期キャリアの特性についてはほとんど検討されていな

い．しかし，実際は新人看護師は経験したことのない業

務や職場の人間関係に戸惑い，ストレスフルな状況に陥

りやすい．このようにストレスの高い状況が持続すると

精神的健康を阻害し，結果的には職場適応ができなくな

り，早期離職に影響する といえる．

そこで本研究は，大卒看護職の職業満足感と離職願望

および初期キャリアにおける職業継続と離職願望の揺ら

ぎについて明らかにすることを目的とする．本研究結果

は，大卒新人看護師の職場適応への支援を検討するため

に，新人看護師の離職願望に影響するストレスと初期

キャリアの特性に関する基礎資料を提供するものであ

る．

２．用語の定義

本研究において「離職願望」とは，何らかのストレス

がきっかけで，職場環境の満足感が低い時に認知される

願望であると定義する．職場環境の満足感については，

「超過勤務」，「仕事量」，「休暇の満足」，「配置の場所」，

「給料」等との因果関係が認められている ．

３．研究方法

１)調査期間

平成23年３月～平成25年３月

２)研究対象者

Ｘ大学を卒業した，看護学部修了生を対象とした．平

成23年度はＸ大学卒業１期生85名と２期生93名を，平

成24年度は卒業１期生85名，死亡や移転先不明を除い

た２期生88名，３期生99名の合計450名を対象とした．

３)調査方法

Ｘ大学看護学部は，平成23年度より卒業生を対象に

シャトル研修を札幌市と東京都内で開催している．その

来場者にキャリア発達動向調査班が口頭と書面にて調査

依頼をし，手渡しによる配布を行った．

一方，シャトル研修後，来場しなかった卒業生に対し

ては，個別に卒業時に登録された住所にアンケートを発

送し郵送法による自記式質問紙調査を行った．

４)倫理的配慮

対象者に研究の趣旨と目的，方法及び以下の倫理的配

慮については文書にて説明した．シャトル研修参加者に

は，文書に加え口頭で説明し，調査に関する質問に対応

した．

研究への協力は個人意志に基づくものであり，研究へ

の協力に強制力は働かないこと，研究に協力しない場合

でもなんら不利益は被らないこと，また答えたくない質

問には答えなくても良いこと，プライバシー保護の方法，

アンケートはポストへの投函をもって研究に同意したも

のとみなすこと等について説明した．返送された全ての

データは，漏えいや紛失を防ぐため鍵のかかる保管庫で

保管し研究以外には持ち出さないこと，学会・論文発表

の際には，個人や組織が特定されないよう匿名性を確保

することを約束した．

本研究は，札幌市立大学倫理委員会の承認を得て実施

した(No.1227-1，No1034-1，No1040-1，No.1125-1，

No.1125-2，No.1230-1)．
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５)調査項目

⑴基本属性は卒業年，就業経験，現在の就労，現在の進

学状況，居住地域，道外就職者の内訳，雇用形態，勤務

形態，夜勤開始月，所属先，部署変更の有無等である．

⑵測定用具として，離職願望については，「就職してから

現在までに，仕事を辞めたいと考えたことはありますか」

について，「１；全然考えたことがない」「２；めったに

考えない」「３；しばしば考える」「４；いつも考えてい

る」の４件法で回答を求めた．さらに，「選択肢２～４を

選択した方は，その理由および現在はどのように考えて

いるのか，差し支えない範囲で教えてください」と，自

由記載を求めた．

⑶時間外労働・残業については，「過去３か月間の時間外

労働」について週何時間であったか，「１；なし」「２；

週に１～10時間」「３；週に10～20時間」「４；週に20

時間以上」の項目で回答を求めた．

⑷職場への貢献度について「０；全く貢献していない」

から「10；とても貢献している」の尺度とした．「５；ど

ちらともいえない」とし，「０～４；貢献していない群」，

「６～10；貢献している群」として集計した．

⑸就業満足度は，「０；全く満足していない」から「10；

とても満足している」の尺度とした．「５；どちらともい

えない」とし，「０～４；不満足群」，「６～10；満足群」

として集計した．

⑹相談相手については，同期の看護師，先輩看護師(プリ

セプターを含む)，所属部署の管理者，友人，家族，大学

教員，その他，いない，とした．

６)分析方法

⑴回答者の属性については基本統計量を算出した．

離職願望と超過勤務，就業満足度，職場貢献度，勤続

予定年数について Spearman相関関係を用い有意水準

を p＜0.05とした．

超過勤務と相談相手の有無の就業満足度との関連は，

分布が偏っていたためメディアン検定を実施し有意水準

を p＜0.05とした．

⑵質的データである卒業後アンケートの平成23年度お

よび平成24年度の「仕事を辞めたいと考える理由」，平

成24年度の「現在の職場に満足している理由および不満

足の理由」に関する自由記載の分析は，Berelsonの内容

分析 の方法を参考に実施した．自由回答式質問に対す

る記述はデータクリーニングをし，個々の記述を意味内

容の類似性に基づき分類した．カテゴリ名は，Ｘ大学卒

業生の特徴的項目が見出せるよう，日本看護協会調査研

究報告(1991)の職場を退職した理由を参考とした ．日

本看護協会調査研究報告のカテゴリ名に当てはまらない

記述内容は，その記述を反映したカテゴリ名をつけた．

さらに，各カテゴリに包含された記録単位の出現頻度を

数量化し，卒業年度および就業経験年数ごとに集計した．

４．結果

１)対象者の基本属性

アンケートの回答者は，平成23年度41名(回収率

22.5％)，平成24年度85名(回収率30.9％)で，有効回答

126名(有効回答率100％)であった．

回答者の属性は，119名(94.4％)が初めて社会に出て

働き，６割近くが札幌市内に勤務していた．また，117名

(92.9％)が正規雇用で，うち101名(80.1％)が交替勤務

をしており，所属先は病院が110名(87.3％)と最も多

かった．

就業３年未満で進学した者は４名(3.2％)，部署変更を

したものは15名(11.9％)であった(表１)．

２)職場環境と就業満足度や職場への貢献度

夜勤の開始月はばらつきがあり１～３月と４～５月に

分布の山が見られた(表２)．

大卒看護職の初期キャリアにおける就業満足感と離職願望

表1 回答者の属性
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組織の新人育成体制は，プリセプターシップが107名

(84.9％)と最も多く，次いでチーム支援型，メンターシッ

プ，チューターシップ，その他と多様な組織体制で卒後

支援されていることが見受けられた．

相談相手について複数回答で問うたところ，「同期の看

護職」103名(81.7％)，「先輩看護師(プリセプターを含

む)」が91名(72.2％)，「友人」が59名(46.8％)，「家族」

が50名(39.7％)であった．

超過勤務の状況は，「週１～10時間未満」55名

(43.7％)，「週10～20時間未満」34名(27.0％)で，「週20

時間以上」の残業をしているものは14名(11.1％)であっ

た．

就業満足度は，「不満足群」42名(33.3％)，「どちらと

もいえない」14名(11.1％)，「満足群」63名(51.6％)で

あった．

職場への貢献度は「０；全く貢献していない」「10；と

ても貢献している」がそれぞれ１名(0.8％)で，「貢献し

ていない群」は45名(35.8％)で，「５；どちらともいえ

ない」が36名(28.6％)，「貢献している群」は40名

(31.8％)であった．

離職について問うたところ，「しばしば考える」45名

(35.7％)，「いつも考えている」30名(23.8％)と，約６割

の卒業生が離職を考えていることが明らかになった．

さらに，現在の職場には「あと何年勤務する予定か」

を尋ねたところ，「１～３年未満」で58名(46.1％)，「４

～５年」は41名(32.6％)と，概ね20代のうちに職場を

変えようと思っているものが８割を超えていた．

３)離職願望に影響を及ぼす諸要因

相談相手の有無と就業満足度には関連がなく(表３)，

離職願望と超過勤務・就業満足度・職場への貢献度・勤

務予定年数との関係では，離職については，就業１年目

で超過勤務との関係において正の相関(r＝0.371，p＝

0.011)があった(表４)．就業満足度と離職願望は，就業

１年目 r＝－0.518，２年目 r＝－0.659とで負の相関が

表2 就業満足度・職場への貢献度の自己評価

表3 就業満足度と相談相手の相関
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みられた．職場への貢献度と離職願望は，どの就業年目

でも負の相関を示していた．

４)離職を希望する理由

⑴ 内容分析

離職に関する平成23年度調査の回答は１期生９名，２

期生16名の計25名と，平成24年度調査の１期生13名，

２期生19名，３期生23名の計55名の自由記述が得られ

た．また，職場に満足・不満足な理由に関する自由記述

は，１期生14名，２期生18名，３期生31名の計63名

分であった．これらのデータは回答時の就労年数により，

１年目，２年目，３年目に分けて分析した．カテゴリを

【 】，サブカテゴリを［ ］，コードを「 」で示す．

就業１年目は(表５)，［看護師の責任の重さへの怖さ］

や「失敗が続くと休みたいと思うことがある」といった

［仕事でミスをしたとき］［自分の能力への不安がある］

時に【自分の適性・能力への不安】を抱いていた．また，

「残業が多い」ため【労働時間への不満】を抱いていた．

さらに「職場の人間関係があまりよくない」「環境になじ

めない」など【人間関係への不満】を持っていた．加え

て，［仕事が忙しく疲労がある］［業務範囲への不満があ

る］時に【仕事内容への不満】が高まり離職を考えてい

る．「忙しいわりに給料が低く待遇も悪い」などの【賃金

への不満】を持つ者もいた．［理由は何であれ，とにかく

辛い］といった【辛い思いへの囚われ】がある者も存在

した．

就業２年目は(表６)，【仕事内容への不満】に関する項

目が増え，［看護の楽しさがわからない］，［仕事が忙し

い］，［仕事内容が思っていたものと違っていた］，「他の

病棟に異動したい」，［職場環境への不満がある］などの

訴えが見られた．また，［看護師の責任の重さへの不安］，

［仕事が覚えられない］，［仕事でミスをした］ことが【自

分の適性・能力への不安】となっていた．さらに，［残業

が多い］［定時で終わることができない］，「超勤がなかな

かつけられない」，［休みが少ない］ため疲労し，【賃金へ

の不満】【労働時間への不満】が蓄積していた．また，［人

間関係がつらい］，［人間関係が良くない］ため【人間関

係への不満】を募らせていた．

初期キャリアの形成を考えている［病棟内の指導方法

に一貫性がない］ことが【教育への不満】となり，「看護

師としても半人前で迷いがあるが保健師に興味がある」

と葛藤しながら保健師や［異なる分野への興味］がわき

【他分野への興味】を抱いていた．

就業３年目は(表７)，離職を希望する理由に【仕事内

容への不満】として［仕事が忙しい］ことや［職場の環

境への不満がある］をあげていた．また，［インシデント

を起こした時］，［自分の能力と看護師があっていない］，

［他のスタッフに迷惑をかけている］という後ろめたさが

表4 就業年別離職と超過勤務・就業満足度・職場への貢献度・勤続予定年数との関係

4-1．就業１年目

4-2．就業２年目

4-3．就業３年目
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【自分の適性・能力への不安】の元となっていた．さらに，

【労働時間への不満】では，「業務が多忙で時間外に記録

を書き辛く思うことがある．日勤での帰宅時刻が22時す

ぎることも多く，家事が出来ず，ライフイベントのこと

を考えると他施設へ転職した方がいいと思うことがあ

る」という切実な訴えがあった．加えて「休みがなくて

身体がつらい」，「休めないから仕事から離れたくなる」，

［結婚を考えている］ため，離職願望を抱いている者もい

た．

⑵ カテゴリ化における推移の特徴

平成23年度および平成24年度の調査結果より，離職

を希望する理由，計10カテゴリを明らかにした(表８)．

平成23年度調査時は自分の適性・能力への不安をあげ

ていたが，平成24年度調査は仕事内容への不満を上げる

ものが多かった．平成23年度調査の１期生と２期生を比

較すると，１期生は２期生よりも「仕事内容への不満」

を上げる者が多く，経験年数が上がるにつれて，自分の

適性や能力への不安が解消され，仕事内容への不満が現

れてくる．また，２期生は他分野に興味を持つものが多

いのが特徴的であった．

さらに，就業年限別に比較すると，就業１年目は，「自

分の適性・能力への不安」を離職希望理由とする者が多

かった．

就業２年目は，「仕事内容への不満」を離職希望理由と

する者が多かった．そして，「自分の適性・能力への不安」

を離職希望理由とする者が多かった．次に「人間関係へ

の不満」や「労働時間への不満」を離職希望理由とする

ものが多かった．

加えて，本調査では「仕事内容への不満」等はあるが

現在は離職を考えていないものが存在することが明らか

となった(表９)．

現在は離職を考えていないという記述は，特に質問紙

記入時に就業１年目であった３期生に多かった．３期生

は，仕事内容への不満や，自分の適性・能力への不安を

感じているが，１年目にやめても実践経験が積めないた

め，就業を継続することを希望していた．一方，１期生，

２期生は就業の継続を希望することを記載するものが３

期生と比較すると少数であった．

５)現在の職場に満足・不満足な理由

現在の職場に満足な理由５カテゴリ，不満足の理由７

表5 就業１年目に離職を希望する理由

24 札幌市立大学研究論文集 第８巻 第１号(2014)



カテゴリを明らかにした(表10)．

経験年数が短いほど現在の就業に満足な理由に，教育

体制が整っていることをあげているが，経験年数があが

るにつれ教育体制が整っていることについての満足感を

あげる者は減少していた．「人間関係」についても同様に

経験年数があがるにつれて減少している．

１期生は現在の職場に満足な理由として，休暇が取得

可能なことや，労働環境へ満足感をあげるものが多かっ

た．

また，職場に不満足な理由として，「仕事内容」をあげ

表6 就業２年目離職を希望する理由

表7 就業３年目離職を希望する理由
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るものは，就業１年目が最も多いが，就業２年目は減少

し，３年目は２年目と横ばいであった．さらに，「賃金」

を不満足の理由とするものは，経験年数があがるにつれ

て減少がみられた．

今回，看護協会調査報告書のカテゴリ名を用い離職願

望の原因となる項目にＸ大学の特性が現れるか比較し

た．その結果，概ね離職を考えるきっかけとなる理由は

一致していた．前述の調査では，子育てといったライフ

イベントの項目が離職を考えるきっかけとなっていた点

が相違点であった．

５．考察

１)看護職としての初期キャリアと仕事のやりがい

看護師のキャリア開発や行動の実態を述べた先行研究

によると，看護師は仕事にやりがいを感じていても，日々

の勤務の多忙さと私生活の両立の困難を感じており，

キャリア目標を持つ看護職の意識の有無が，キャリア開

発行動に影響すること，さらに，役割モデルとなる職場

の先輩といったメンターの存在が，キャリア目標に影響

を及ぼすことが述べられている ．

今回の調査より，超過勤務と就業満足度の間に相関が

見られた．超過勤務そのものだけが就業満足度に影響を

与えているわけではないが，超過勤務をすることで就業

表8 離職を希望する理由(平成23年度および平成24年度調査)

表9 離職を希望しない理由(平成23年度および平成24年度調査)
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満足度がマイナスに傾く 傾向がうかがわれた．

日本看護協会で実施した「2011年病院看護実態調

査」 との相違点は，経験に乏しい看護師の良き相談相

手となるのは職場の管理者，先輩，同僚といったメンター

が重要な人材であるが，本調査では職場の管理者を相談

相手にあげたものは22名(17.5％)と少なかった．相談者

の割合でみると，同期の看護職81.7％，先輩看護師

72.2％，友人が46.8％，家族が39.7％であり，同期や先

輩など身近にいる看護職に相談できていることが明らか

になった．大学の教員に至っては5.6％であり，管理者や

教員等の看護職としてキャリアを積んでいる者にではな

く，友人や家族など話しやすい相手へ相談している．そ

の背景には，大学入学前から親の強い介入があったり，

家族に看護職がおりキャリアのモデルやメンターとして

機能していること等，良き相談相手となり看護キャリア

目標の要因となっていることが推測された．今後，看護

系大学に入学した動機や，親族や友人に看護職や医療職

がいることとあわせて調査していきたい．

２)退職を考える理由

本調査の結果は，卒業生が退職を考える理由として10

カテゴリを明らかにした．

看護職の離職率は，経験年数３年，５年が高くなる傾

向がある ．本調査においても，就業１年目の３期生は仕

事内容への不満や自身の適性や能力への不満をあげなが

らも，経験年数が少ないことを理由に就業の継続を希望

するものが多かった．しかし，その一方，１期生は不満

をあげながらも就業の継続を希望するものが少ないこと

より，１期生は看護師経験年数が３年目となり，１年目

ほど職業の継続を希望していない可能性が示唆された．

看護職員実態調査 は20代から40代の看護師の離

職理由で【仕事内容への不満】が最も多いことを明らか

にした．これは，本学の卒業生から得られた結果と一致

している．特に１期生は看護師経験年数が３年目となり，

業務を行えるようになったことで，役割が拡大し業務が

多忙になり離職を希望している可能性がある．また，ベ

ナーが３年目で一人前であると述べ ，「石の上にも３

年」という諺にならい，１年以内に離職することには抵

抗があるが，３年間看護師を継続したことで，とりあえ

ず次のステップを考えようという暗黙の了解があるのか

もしれない．

さらに，回答者の全体に共通して，インシデントや失

敗を起こした時に離職を考えていることが明らかとなっ

た．日本医療機能評価機構へ報告された医療事故情報で

は，看護師は経験年数１年目から５年目まで医療事故の

当事者となりやすいことを示している ．看護師経験年

数が５年目までは医療事故を起こす可能性が高くなるこ

とや，インシデントの当事者となったことや失敗するこ

とで離職を考えるのではなく，その失敗体験を次にどの

ように生かすかを考えることが重要であることを，在学

中から伝える必要性がある．加えて，シャトル研修にお

いても，出身校の教員だからこそ踏み込んで助言できる

ことがあるだろう．

現在の職場に満足な理由のカテゴリより，経験年数が

短い看護師ほど，看護実践能力を身につけるために教育

体制への関心が高いことがうかがえた．また，１期生は

経験年数３年目になり，病棟内で一通りの業務を行うこ

とができるようになり，自身が新人を教育する立場と

なっていく時期であるため，看護実践力や職場内の研修

体制に関する項目をあげる者が少なくなっている可能性

表10 現在の職場に満足・不満足な理由(平成24年度調査)
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が高い．

本調査の比較に用いた看護協会の調査では離職理由の

みを報告していたが ，本調査結果の離職を希望する理

由(表８)，離職を希望しない理由(表９)から，「仕事内容

への不満」等はあるが「現在は離職を考えていない」も

のが存在した．これらのことより，離職願望が退職に直

結するわけではなく，自分の適性や能力への不安を抱き

つつも，人間関係や労働時間への不満と折り合いをつけ，

離職を踏みとどまる初期キャリア期の実態が明らかに

なった．

６．結論

看護職キャリアと離職の関連要因は，超過勤務，過重

な仕事量，給料への不満，人間関係の悩み，配置の場所，

就業満足感であると推測された．

また，初期キャリアの動機づけとなる存在が上司や教

員よりも同期の看護職といった友人や先輩看護師，家族

等インフォーマルな関係にシフトしている傾向が見られ

た．

離職を考える理由は，卒後１年目では【自分の適性・

能力への不安】が，卒後２年目では【仕事内容への不満】

が，卒後３年目では，前述に加え【労働時間への不満】

【結婚】であった．卒後年数の経過に伴い離職願望は，職

業適正への不安から，経験を積むほどに職務内容への不

満や超過勤務や休みの取りづらさという項目へ変化する

ことが示された．
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